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①今回の研究目的 

本年２月の東北「道の駅」の研究（久恒ゼミ）を経て、震災後の復
興が目覚しい宮城県仙台を足がかりに、同じく震災に揺れた台
湾にビジネスモデルとしての「道の駅」を導入するプロジェクトを
立ち上げたい。 

●震災復興途上の日本だから、 

        今こそ提言する「道の駅」導入 

●中国攻略の布石として、台湾で成功事例を作りたい 

 
この対台湾戦略をもとに中国  タイ  フ ィ リピン  などにグローバルな展開を構築  



②「道の駅」とは？ 
仕組みの現状分析と震災時機能 

・休憩所 

・地域交流拠点 

・情報提供 
・救助拠点 

・支援拠点 



なぜ「道の駅」の仕組みを売り込むのか？ 
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震災時に大きく機能した「道の駅」システムを交流のある台湾にも導入 

国際交流 



③-1 なぜ台湾なのか？ 

欧州が競り勝つ→事故・地震の発生→死者のない日本車両の導入 
 

日本が持つ震災への強さと安全性が台湾で生かされた先行事例 



③-2 なぜ台湾なのか？ 
台湾の現状とリサーチ 

●日台の関係性 

●時代背景・伝統行事と民族性 → 台南導入モデル演出 
  施設展開コンセプトに 



④-1 誰に売るのか？ターゲット・リサーチ 

2011年8月6日 
台南市長、仙台市長を表敬訪問 

 た。 

引用 仙台市HP：「http://www.city.sendai.jp/kikaku/kokusai/tainan/」20120630アクセス 

http://www.city.sendai.jp/kikaku/kokusai/tainan/


④-2 誰に売るのか？ターゲット・リサーチ 

●台南の特徴とニーズ 
●台南の震災の歴史 

■台南の市場規模予測 
■台南幹線道路の流量予測 
■台南の交通行政の課題と将来ビジョン 

引用 wikipedia：「http://ja.wikipedia.org/wiki/ 」（検索ワード：台南市）20120630アクセス 



⑤-1「道の駅」構想 必要性の提唱 

 



⑤-2 台南縣政府のBCM戦略 
としての「道の駅」 

 



⑤-3 台南への導入モデルの検証 

 



⑤-6 導入実践の基礎づくり構想 

○仙台市 ○仙台国際交流協会 

○仙/台友好交流促進協会 

○宮城県 ○国土交通省 ○日本の支援企業  

○多摩大学社会工学研究会 

○台南縣政府 ○台南大学 

○国立交通大学防災管理センター 

○国立成功大学管理学院交通管理学  

○台南科学工業園区 



⑥-1 



⑥-2 



「道の駅」台湾導入戦略プロジェクト 
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フィールドワーク予定 
• 7月 文献調査

フィールドワーク①宮城県

道の駅調査

 
• 8月 フィールドワーク②福島県  

道の駅調査 
 

• 9月 フィールドワーク③台南（台
湾）



◆参考文献 

・台湾の歴史と日台関係（浅野和生 早稲田出版） 

 

・大丈夫か、日台関係（内田勝久 産経新聞出版） 

 

・台湾に生きている「日本」（片倉佳史 祥伝社） 

 

・日台関係史 1945‐2008   （東京大学出版会） 
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:(Night)Panorama_of_Tainan.png


ご清聴ありがとうございました！ 
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